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中国産剛鰊顎口虫成虫Ｇ川/"Cs加川〃"/伽川

と輸入ドジョウ由来の顎口虫成虫

の走査電子顕微鏡的比較

古賀正

赤羽啓

、
ノ
、
ノ

１
△
。
】

崇
栄 石井洋一Ｄ

ＭＡＯＳＨＯＵ－ＰＡＩ３）

(昭和59年３月15日受領）

ｈｉ幼icJ""ｌ，morphology，scanningelectronmicroscopy，importedＫｅｙｗｏｒｄｓ：Ｃ"αthostomahi妙/α""ｌ，

loaches，gnathostomiasis

IiilI鰊顎口虫Ｇ"ａｔ/iosto"'αハゴ吻伽mFedtschenko，

1872は豚の胃壁に寄生する線虫でヨーロッパ，東南アジ

アに広く分布する．本邦では今までその存在が確認され

ていなかった．最近になって中国，台湾，韓国方面から

輸入されたドジョウMSgz‘γ"Ⅲｓα,zg"伽ｃａｍａｍｓから

顎口虫幼虫が見出され（西村ら，１９８１；石井ら，１９８２；

赤羽ら，1982a)，その実験感染の結果，赤羽ら（1982b）

によりはじめて成虫が得られ､'１練顎口虫と報告された．

今回，著者の１人石井は中華人民共和国を訪問する機会

があり，古くから本虫の分布地域とされている同国から

成虫が入手できたので本邦（福岡大学）で実験的に得ら

れた成虫と走査電子顕微鏡（SEM）レベルで比較検討

を行なった．

トに感染させ，１～２カ月後ラットの筋肉内から回収し

た幼虫を豚に経口投与して得られたものである．用いた

ドジョウは福岡市内および下関市内の鮮魚業者が東南ア

ジア方面から輸入した外国産のものと思われる．回収し

た成虫は雄３個体で，このうち１個が同教室からＳＥＭ

試料のため分与された．試料は同様の振鐙洗浄後10％ホ

ルマリン固定を行なった．

ともに試料は１％オスミック酸〔Millonig,sbuffer

solution(ｐＨ7.4)〕中で２時間後固定し，アルコール系

列により脱水，酢酸イソアミールに置換して，炭酸ガス

中で臨界点乾燥を行なった．その後スパッターコーティ

ング法により金を蒸着してＪＳＭ－Ｕ３型走査電顕(SEM）

により加速電圧15ｋＶで観察した．

材料および方法 結果

中国産lMlII練顎口虫はホルマリン固定時で雄の大きさ

約19×１０ｍｍ（体中央部)，雌は約２１×1.5ｍｍ，２３×

1.6ｍｍ（体中央部）であった．頭球の大きさは約600×

180/1ｍ(雄)，頭球表面には12列の頭球鉤が見られ(Fig.

1)，鉤の大きさは第５列目付近で約15.4×５８川，鉤の

形は先端鋭利である(Fig.３)．

体部には頭球のすぐ後方から体末端部まで輪節に沿っ

て皮鰊が密生する．輪節の起始部付近の皮練は先端が３

分岐するものが多く，大きさ約43×20βｍであるが，輪

節の第10列目付近から太くなり（約47×26/、)，先端も

５～10分岐となる(Fig.５)．輪節の第10～11列目に体表

面に突出した頚乳頭（約33×23'、）がl対見られ，こ

の周囲の皮鰊は疎である（Fig.７)．皮赫は後方になる

中華人民共和国（中国）産剛赫顎口虫は上海の豚に自

然感染していた成虫で中国医学科学院寄生虫病研究所に

保存されていたホルマリン固定標本である．試料は雄

１，雌２匹(内雌１は特に尾端と虫卵観察に用いた）で２４

時間流水中で脱ホルマリンした後，２０ｍｌねじ口びんに

15ｍｌの水と試料を入れ，手中で激しく振鐙する操作を

３回繰返して試料表面の洗浄を行なった．しかしＳＥＭ

試料として用意された標本ではなかったため完全洗浄は

困難であった．

本邦（福岡大学医学部寄生虫学教室）で感染実験の結

果得られた成虫はドジョウに寄生する顎口虫幼虫をラッ

'）九州大学医学部寄生虫学教室２）福岡大学医学部寄生

虫学教室８）中国医学科学院寄生虫病研究所
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にしたがって次第に長くなり（104×12抑)，再び先端

３分岐となるが，特徴的なことはその中央のものが著し

く長い(Fig.９)．体前部1/3付近の皮疎は先端２分岐と

なり，この部位の皮練が最も長い（約115×5抑）が，

Fig.１１は皮赫の先端が２分岐を示すため角度をかえて

撮影したためやや短かく見える．体中央部ではすべての

皮鰊は単皮赫（約65～80×2抑）で輪節に沿って密生す

る（Fig.１３)．体後部に至ると皮鰊は短かくなる（35×

2皿）（Fig.１５)．

福岡大学で豚から実験的に得られ，観察に用いた成虫

(以下本邦産成虫）は雄１匹で，未固定時の大きさ約

17×2.0ｍｍ（赤羽ら，1982b）であった．頭球の大きさ

約520×200/、で頭球表面には９列の頭球鉤が見られ

(Fig.2)，鉤の大きさは第５列目付近で約16×6.6川，

鉤の形は先端鋭利である(Fig.４)．体部には頭球のすぐ

後方から体末端部まで輪節に沿って皮練が密生する。皮

赫の形態は前述の中国産のものと同様，頭球のすぐ後方

から体前部1/3までは著しく変化する(Figs、６，１０，１２）

が，体中央部ではすべて先端が単皮疎で，後方に至るに

したがって次第に短かくなる（Figs、１４，１６)．頚乳頭は

同様に輪節の第10～11列目に１対見られ，体表面に突出

している(Fig.８)．本邦産の雄尾端には約25～35×2βｍ

の単皮鰊が見られ（Fig.１７)，その腹側面にはＦｉｇ．１８

(矢印）に示すように４個の尾乳頭が観察できたが，試

料作製時の収縮のため他の４個は確認できなかった．尾

乳頭は大きさ約35,αｍ，円形でドーム状に隆起し，中央

部は皮鰊を欠き，周囲の皮鰊（約15～20抑）は短かく

疎である．中国産の雄尾端は試料保存が悪く洗浄不能で

あったため１個の尾乳頭しか確認できなかったが，上記

と同様の形態をしていた．以上のように中国産雄成虫の

図をFigs、１，３，５，７，９，１１，１３，１５に示し,本邦産雄

成虫のほぼ同位置の図を同倍率でFigs、２，４，６，８，

１０，１２，１４，１６に示したが，図に示されるように，表

面構造に差異は認められなかった．

中国産雌成虫に関してもＳＥＭで観察したが，皮鰊

の形態は雄のものと同様であった．雌尾端は体末端部ま

で単皮鰊（約20～30×2,ｕｍ）で被われ（Fig.１９)，末端

に１対の尾乳頭が認められるが，密生する皮鰊に被われ

るため１対同時に確認することは困難であった．Ｆｉｇ．

１９の矢印に示された皮疎を欠く部位を拡大したものが

Fig.２０に示す乳頭で大きさ約3qumであった．

虫卵は大きさ約60,ｕｍで，１端に卵蓋が見られ（Fig.

２１)，卵表面には大きさ約０．７～1.2匹ｍのやや深い多数

の陥凹部が認められた（Fig.２２)．

考察

現在，世界で報告された顎口虫は20種以上にのぼり

(Miyazaki，１９６０；Anderson，１９６４；Le-Van-Hoa，

1965；MiyazakiandDunn，1965)，その宿主および

寄生部位，皮疎の形態・分布，頸乳頭の位置，虫卵の形

態等は分類上の重要な種別標徴になっている．それらは

光顕写真や描写によって記載されているが，光顕レベル

での観察は不明なところもあり，ＳＥＭレベルでの知見

は非常に有効と考えられる．

今回観察した中国産剛疎顎口虫のＳＥＭによる観察

はこれが最初のものである．今回観察された成虫の皮練

のそれぞれの部位における大きさ，形態は光顕レベルの

宮崎（1955)，DissamarnetaZ．（1966)，Daengsvang

(1972）の報告と一致した．また，中国産のものと輸入

ドジョウからの顎口虫幼虫を豚に感染実験（赤羽ら，

l982b）して得られた成虫とをＳＥＭを用いて直接比

較した結果，基本的に差が認められなかった．今回

SEMを用いることによって皮練の立体的構造，頸乳頭

の形態，雄，雌の尾乳頭の状態，虫卵の表面構造がはじ

めて詳細に観察された．雌の尾乳頭に関しては宮崎

(1950)，石井（1956）はドロレス顎口虫成虫の尾端部に

１対の乳頭を認め，武市（1956）は有疎顎口虫成虫を組

織学的に観察し，同様に１対の乳頭を認め，尾乳頭と記

載している．今回，剛鰊顎口虫の雌尾端にも同様に乳頭

が認められたが，尾部にはファスミッド（phasmid）構

造もあるのでＳＥＭのみの観察では断定できず，今回

は武市の報告にならって尾乳頭と表現し，今後さらに追

究の予定である．

虫卵表面には大きさ約0.7～1.2,ｕｍの大小不同でやや

深い多数の陥凹部が認められた．有疎顎口虫卵の表面に

は大きさ０．８～2.3βｍの浅い陥凹部が見られ，ドロレス

顎口虫では0.8～1.6皿で前者よりやや深い（石井…徳

永，1970)．日本顎口虫は大きさ０５～1.0/ｚｍ，大小不同

で不定形である（KogaandIshii，1981)．剛練顎口虫

卵殼表面構造はドロレス顎口虫に類似する．

今回，ＳＥＭを用いて剛鰊顎口虫を観察したが，これ

らの知見から，今日市販されているドジョウに寄生する

顎口虫幼虫のうちの１種は中国産剛赫顎口虫と同種のも

のと考えられる．

まとめ

剛赫顎口虫をはじめてＳＥＭレベルで観察した．試

料は中国の豚に自然感染していた成虫（雄１，雌2）で，

（４０）
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常法により試料作製した．輸入ドジョウに寄生する顎口

虫幼虫の実験感染から得られた成虫（雄１）についても

SEMで観察した．ともに頚乳頭は輪節の11～12列目の

間に１対あり，体壁角皮から隆起していた．体皮疎は頭

球のすぐ後方から体末端部まで輪節に沿って密生し，頭

球に近いところの皮鰊は短かく先端３～１０分岐である

が，体前部1/3付近では先端２分岐となる．体後半は単

皮鰊となり，これが体末端部まで密生する．雄尾部には

隆起した尾乳頭が見られ，その付近は皮赫を欠く．上記

両試料間に差が認められず，実験感染により得られた成

虫は剛鰊顎口虫であることが直接比較により証明でき

た．中国産のものの雌尾部にも尾乳頭が認められ，その

周辺は皮鰊を欠く．卵殻表面は多数の陥凹部が認めら

れ，その形態はドロレス顎口虫のそれに類似する．
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Figs，1-15（oddnumbered)，１９，２０ＡｄｕｌｔＧ"ａｔ/iosZollzaﾉｶi妙/血"zfromChina、
Figs､２－１６（evennumbered)，１７，１８ＡｍａｌｅＧノカi”i血沈obtainedfromanexperimentally
infectedpiginJapan・

Figs、１，２Ａｎｔｅｒｉｏｒｖｉｅｗｓｏｆｔｈｅｗｏｒｍｓｗｉｔｈｈｅａdbulbsbearing9orl2transverseroｗｓｏｆ
ｈｏｏｋｓ．×７５．

Figs、３，４Sharphooksaboutl6×７/ｍｌｉｎｓｉｚｅａｔｔｈｅｆｉｆｔｈｔｒａｎｓｖｅｒｓｅｒｏｗｏｎｈｅａｄｂｕｌｂ．×２２５０．
Figs、５，６Cuticularspinesbearingfivetotendenticleslyingaroundtheanteriorquarter
regionsofthebody．×750．

Figs．７，８Cervicalpapillaesituatedbetweenthetenthandeleventhtransverserowsofspines.×７５０．
Figs9，lOLongerspines（about９４×ｌ６ｌａｍｔｏｌＯ４×12β、）bearingthreedenticlessituatedoｖｅｒ
ｔｈｅａｎｔｅｒｉｏｒｔｈｉｒｄｒｅｇｉｏｎｓｏｆｔｈebody・Themiddledenticleismuchlongertｈａｎｔｈｅｌａｔｅｒａｌ
ｔｗｏ．×750．

Figs・’１，１２Thetridentatespinesturntotwo-toothedonesaroundtheanteriorthirdregionsof
thebodies．×750．

Figs、１３，l4Singlepointedspines（about７３×２，α、）ａｔｔｈｅｍｉｄｄｌｅｐａｒｔｏｆｔｈｅｂｏｄｙ．×750．
Ｆｉｇｓ、１５，１６Ｓｉｎｇｌｅｓｐｉｎｅｓｄｅｃｒｅａｓｅｉｎｓｉｚｅｔｏｌ５-30×２/2ｍａｔｔｈｅｐｏｓｔｅｒｉｏｒｐａｒｔｏｆｔｈｅｂｏｄｙ．×７５０．
Ｆｉｇｓ・’７，ｌ８Ｖｅｎｔｒａｌｖｉｅｗｓｏｆａｍａｌｅｔｅｒｍｉｎａｌｅndcoveredentirelywithsmallcuticularspines・
Arrowsindicatecaudalpapillae．Ｓ：spicule．×１５０ａｎｄ×３０0．

Ｆｉｇ．１９Afemaleextremityalsocoveredwhollywithcilia-likespines・Ｔｈｅｗｈｏｌｅｎａｋｅｄ
ａｒｅａｉｎｄｉｃａｔｅｄｂｙａｎarrowiscaudalpapilla．×７５．

Ｆｉｇ．２０Acaudalpapilla・Highmagnificationofthenakeｄａｒｅａｉｎｄｉｃａｔｅｄｂｙａｎａｒｒｏｗｉｎ
Ｆｉ９．１９．×2250．

Figs､２１，２２Ａ、ｅｇｇ（about6qaminlength）withanoperculum，collectedfromtheuterusofa
femaleofChinesespecimen，ａｎｄtheshellsurfacehavingmanypits（aboutO7-L2/αmin
diameter)．×750ａｎｄ×7500．

（４５）
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Gnathostoma hispidum Fedtschenko, 1872, has been found among pigs widely in Europe

and Southeast Asia, whereas until recently there has been no report on existence of this parasite

in Japan. Since 1980, gnathostomiasis has occurred chiefly in western Japan among a considera

ble number of humans, who had eaten live loaches imported from Southeast Asia. Examination

revealed many gnathostome larvae (up to 1 mm in length), encapsulated or not, mainly in stom

ach wall of these loaches. Larvae, about 3 mm in length, were found encapsulated in skeletal

muscles of rats orally given the larvae collected from the loaches. The larvae from rats matured

when given orally to a pig (Akahane et al.y 1982b).

Comparative scanning electron microscopic studies were made on adult male and female

G. hispidum obtained in Chana and an adult male worm obtained from a pig experimentally in

fected in Japan. The head bulbs of worms from both sources were armed with 9-12 rows of hooks

and the rest of the bodies were densely covered with spines which varied regionally in size and

shape. Those immediately behind the head bulbs were small (about 43X20//m) and had three or

four teeth. One pair of cervical papillae measuring about 33X23/*m was situated between the

tenth and eleventh transverse rows. The spines between the anterior quarter and the third of the

body change remarkably their sizes and shapes. Around the anterior quarter regions situated the

stumpy spines (about 47X26^m in size) having five to ten teeth (Figs. 5, 6), and they progressively

increased their sizes to about 105Xl2//m bearing three teeth with middle one markedly elongated,

over the anterior third regions (Figs. 9, 10). Then the spines immediately changed their shapes

to those with two denticles up to the anterior third regions (Figs. 11, 12). The spines with one

denticle followed the two denticles ones under the anterior third regions. These one toothed spines

entirely covered the rest of the body, the size of which around the mid-body regions was about

65-35 X2/um (Figs. 13, 14) and the spines with one denticle gradually became smaller in size

to about 25-35 X 2 ^m (Figs. 15, 16, 17) up to the posterior extremity.

No differences in surface structures were detected the males from the two sources mention

ed above. Eight caudal papillae had been found on the ventral surface of an adult male light-

microscopically but only four of them were detected due to shrinkage of the specimen by scann

ing electron microscope (Fig. 18). The papillae looked elevated from the tegument where there

were no spines. Female had two caudal papillae having no spines on a ventral area. The egg bore

surface pits about 0.7-1.2j«m in diameter and had one operculum.

(46 )




